




Studies on Melamine Derivatives (1) 
Monobenzoylmelamine 
Yoshibumi OSHIMA， Hidehiko KITAjlMA 
(1) Monobenzoylmelamine (mp 232・30C)(1) was synthesized from melamine and benzoic 
acid anhydride in pyridine， and monobenzoyldiacetylmelamine (mp280・20C)(II) was prepa-
red by fusing diacetylmelamine with benzoic acid anhydride. The two compounds (1 & 11) 
have not hitherto been reported. 
(2) Monobenzoylmelamine which was obtained from monobenzoyldiacetylmelamine by 












[1) モノベンゾイルメラミンの合成に当って， メラミンは水より再結品し， mp 350-10Cのもの
もピリジンは市販品を蒸溜しτbp113-40Cのものを，安息香酸無水物はOrganicSyntheses l引の
方法に従って合成したmp40，5-41， 50C， bp 210-20C/3mmHgのものを夫々用いた。ピリジンはメラ
ミン (0.5g)をそり沸点に於て殆ど溶解する量(I80cc)を用い， 反応後一定容量にまで蒸溜し， 冷却
して得た沈澱を粗成品として反応条件を若干比較して見た由
l 実験|メラミン|安息香酸無7}(物|ピリジYI 時間|組成品|融点-下古車 IlliJlDZメラミ | 
NLljLl ω 14LI4ilょ1141g)官一一三
0.5 I し4 180 I 3 0.5 I 22ト 2 ， 55 0.2 
2 I 0.5 I 1.4 180 1 6 1 0.5 1222--3 1 55 0.15 I 
3 0.5 1.8 180 3 0.5 : 224-5 I 55 0.16 
4 0.5 2.8 180 3 0.4 1217-8 44 o 高度ベンゾイ Jr.置換l
|体を副生
二 1".9;1"を減臨潤
5 0.5 1.8 90 3 0.4 1222-4 44 
6 0.5 1.8 180 3 0.5 1220-2 














香酸無水物を，次に熱水にて主として残存安息香酸を抽出し， 残法について z トロペンソールより数回
再結晶して mp265ー 70Cで不変になる結品性粉末を得た。とのもの':>N分析の結果はモノベンゾイルジ
アセチルメラミ:/(l)理論値 26，75%より約 0.7%多い値を与え， 極微量のジアセチルメラミンC混在が
推測される。更に溶剤をアルコールに変えて再結晶して得られた mp280-20Cで不変になる羽毛状結
品のN分析値はモノベンゾイルジアセチJレメラミンに一致した。














c粗成品 (A)O.5gを得た。 Aを水 30cc及び 25cc (骨炭添加〉より 2回再結晶して mp232-30C， 
白色長柱晶 (B)O.lgを得た。 BのN分析値は次D如くでモノベンゾイルメラミンに一致する。
試料 (B)2.507mg (キシロール乾燥， 3""4mmHg) 
N2 0.810cc (31. 20C， 755.5mmHg) 
CloHloON6 N 計算値 36.52%，実験値 36.04%
2回の再結晶、議液中には粗成品の他に O.lg以下の粗メラミンが存在した。 Aを措別したピりジン溶液








た。間化した淡褐色の物質， mp2ω"-'2510C， 26gをよくくTどいてからエーテル 250ccで処理し， ヱ
ーテ1レ不j容物質 mp256"-'90C， 14.3gを得，エーテJレ溶液からは粗安息香酸無水物 9.2gを回収した。
ヱーテル不j容物質は更に熱水 130ccにて処理，熱漉過し，残皆として mp260""'50C， 白色粉末 9gを
得た。とのものを=トロベンゾール 195cc，140cc，及び 90ccから3回再結品して融点不変になった
白色結品性掛末 (D)mp 265，.70C (N計算値26.75%，実験値27.44%)4.0gを得た。 Dlgを99%アル
コール 2叩cc，180cc，及び、 130ccから3回再結品して mp280....20Cの白色羽毛状結晶 (E)0.2gを
得， N分析の結果はそノベンゾイ Jレジアセチルメラミンに一致した。
試料 (E)2. 936mg， N2 O.649cc (11.20C， 756.8mmHg) 
C14II14()3Ns N 計算値 26.75%，実験値 26.44%
(m) モノベンゾイルジアセチルメラミンよりモノペンゾイルメラミン
D2.5gに 5%苛性ソーダ溶液 25ccを加えると常温で可成溶解するが5分間 500C以下に加温する
と殆どi容解する日放冷後沈坊を櫨過，水洗，乾燥してメラミン O.2gを得た。擢液に 2N塩酸 7.5ccを
加えて弱アルカ習性(リトマス〉となし，析出せる沈澱を描過，水洗，乾1操して mp213"50Cの物質
1.2gを得た。 とのものを水 1∞ccより再結晶すると mp26....70Cの粗成品 O.9gが得られた。更に
水 75cc，60cc (骨炭添加〉及び 50ccより再-結晶して mp232....30C長柱品。モノベンゾイルメラミン
(F) O.3gを得た。 FとBとD混融試験の結果閥!点の降下を認め宇， 同一物質であると判定した。 FVN
分析結果は次のお1くである口
試料 (F)2.347mg， N2 O.703cc C10.0oC 757.3mmHg) 
CloHJoONs N 計算値 36.52%，笑験値 36.00%
最初の再結品諸液を 5ccまで濃縮して集めた沈澱からメラミン O.lgを確認した口
総 括







附記。本稿は日本化学会第6年会(昭和28年4月〉に於て講演し，有機合成化学協会誌， 11， 352 (昭
28)に掲載されたもりに補筆転載したものである。
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